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政
府
は
７
月
21
日
に
「
骨

太
の
方
針
２
０
２
６
」
を
閣

議
決
定
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

骨
太
の
方
針
と
は
異
な
る
論

調
が
み
ら
れ
る
、
財
政
規
律

の
健
全
化
の
文
言
は
見
ら
れ

な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
年
度

内
で
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
こ

と
と
。
医
療
社
会
保
障
分
野

で
は
、
現
役
世
代
の
負
担
軽

減
と
制
度
の
持
続
可
能
性
を

重
視
し
、
70
歳
以
上
の
窓
口

負
担
増
や
予
防
医
療
の
強
化
、

医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
▼
国
際
的

に
見
て
も
日
本
は「
中
の
下
」

に
位
置
す
る
「
税
＋
社
会
保

障
料
」
の
負
担
率
（
国
民
負

担
率
）
は
直
近
で
は
45
・
７

％
と
必
ず
し
も
高
く
な
い
。

こ
の
国
民
負
担
率
を
国
民
の

ウ
ケ
を
狙
う
が
如
く
、
更
に

下
げ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

も
問
題
で
あ
る
。
日
本
の
医

療
を
支
え
て
い
る
病
院
医
療

が
何
時
崩
壊
し
て
も
不
思
議

で
な
い
現
状
か
ら
は
、
政
府

は
何
を
考
え
て
い
る
の
か
理

解
し
難
い
▼
今
年
度
の
診
療

報
酬
改
定
で
は
一
部
の
病
院

で
増
益
は
あ
る
も
の
も
全
体

的
に
は
厳
し
い
も
の
だ
。
少

し
ホ
ッ
と
す
る
こ
と
は
、
８

月
末
に
各
省
庁
か
ら
出
さ
れ

る
次
年
度
予
算
の
概
算
要
求

基
準
に
シ
ー
リ
ン
グ
を
設
け

ず
、「
強
く
豊
か
な
日
本
」
投

資
の
名
目
で
対
応
す
る
こ
と

で
あ
る
。社
会
保
障
費
で
は
、

年
金
医
療
で
は
自
然
増
約
３

９
０
０
億
円
を
含
め
て
、
今

年
度
当
初
予
算
の
20
％
増
の

要
求
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
期
待
し
た
い
。（
Ｈ
・
Ｓ
）

　
病
床
の
適
正
化
や
医
療

機
能
の
再
編
が
進
め
ら

れ
、
医
療
を
取
り
巻
く
環

境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、

ど
の
病
院
が
生
き
残
り
、

ど
の
病
院
が
淘
汰
さ
れ
る

の
か
、
そ
の
行
方
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　
「
赤
字
病
院
」
と
聞
け

ば
、
経
営
が
危
機
的
な
状

態
に
あ
る
と
思
い
が
ち
で

あ
る
。
し
か
し
、
病
院
会

計
準
則
で
は
、
例
え
ば
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
費
用

は
医
業
費
用
と
な
る
一

方
、
こ
れ
を
支
え
る
補
助

金
は
医
業
外
収
益
と
な

る
。
こ
の
た
め
、
必
要
な

政
策
的
医
療
を
担
う
ほ

ど
、
医
業
収
支
は
赤
字
に

な
り
や
す
い
。

　
ま
た
、
経
常
収
支
に
つ

い
て
も
、
病
院
建
設
後
は

多
額
の
減
価
償
却
費
が
計

上
さ
れ
る
。
減
価
償
却
費

は
、
そ
の
年
度
に
現
金
が

流
出
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
で
も
会
計
上
は

費
用
と
な
る
た
め
、
病
院

建
設
の
減
価
償
却
が
終
了

し
た
病
院
と
比
べ
、
建
設

後
間
も
な
い
、
設
備
が
新

し
く
医
療
機
能
が
充
実
し

た
病
院
の
方
が
、
か
え
っ

て
赤
字
に
な
り
や
す
い
こ

と
も
あ
る
。

　
一
方
、
現
金
の
増
減
で

判
断
す
る
場
合
に
も
注
意

が
必
要
で
あ
る
。
電
子
カ

ル
テ
の
更
新
や
大
型
医
療

機
器
の
購
入
、
建
物
の
改

修
な
ど
を
行
え
ば
、
多
額

の
現
金
が
一
気
に
流
出
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
現
金

が
減
少
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
本
業
の
経
営
が
悪
化

し
た
と
は
限
ら
な
い
。
逆

に
、
投
資
を
先
送
り
す
れ

ば
現
金
は
残
る
が
、
将
来

の
医
療
提
供
能
力
や
収
益

性
が
低
下
す
る
可
能
性
も

あ
る
。

　
つ
ま
り
、「
医
業
収
支
」

「
経
常
収
支
」「
現
金
残

高
」
の
い
ず
れ
も
、
単
独

で
は
病
院
の
生
き
残
る
力

を
正
確
に
表
し
て
は
い
な

い
。

　
そ
こ
で
重
要
に
な
る
の

が
、
病
院
建
替
え
ま
で
の

「
猶
予
期
間
」
で
あ
る
。

仮
に
決
算
上
黒
字
で
、
手

持
ち
資
金
も
あ
り
、
年
々

増
加
し
て
い
た
と
し
て

も
、
老
朽
化
に
よ
っ
て
近

い
将
来
の
建
替
え
が
避
け

ら
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
資
金
が
建
替
え
費
用

に
対
し
て
十
分
で
あ
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
、
さ
ら

に
、
新
築
後
に
発
生
す
る

減
価
償
却
費
や
借
入
金
返

済
額
を
考
え
た
と
き
、
現

在
の
資
金
増
加
額
で
は
こ

れ
ら
を
賄
え
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
建
替
え
後
も
病
院

経
営
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
は
厳
し
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
病
院
経

営
で
は
、「
赤
字
だ
か
ら

危
な
い
」「
黒
字
だ
か
ら

安
心
」「
現
金
が
増
加
し

て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と

単
純
に
は
言
え
な
い
。

　
結
局
の
と
こ
ろ
、
病
院

の
存
続
を
決
め
る
の
は
、

単
年
度
の
損
益
や
手
持
ち

資
金
の
額
・
増
減
で
は
な

く
、
必
要
な
医
療
へ
の
投

資
と
次
期
病
院
建
替
え
に

必
要
な
資
金
の
蓄
積
を
両

立
し
、
建
替
え
後
も
安
定

し
た
経
営
を
維
持
し
な
が

ら
、
地
域
に
必
要
な
医
療

を
支
え
続
け
ら
れ
る
財
務

基
盤
を
有
し
て
い
る
か
ど

う
か
で
あ
る
。

（
前
橋
赤
十
字
病
院
・
院

長
）

病
院
の
存
続
を
決
め
る
も
の

連
盟
　
常
務
理
事
　

中

野
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０
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０
３
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厚労省予算概算要求厚労省予算概算要求令　和令　和
９年度９年度

　
各
省
庁
が
８
月
末
に
「
令
和
９
年
度
予
算
概
算
要
求
」
を
財
務
省
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
総
額
は
１
４
３
兆
６
５

６
億
円
と
な
り
、
令
和
８
年
度
当
初
予
算
（
１
２
２
兆
３
０
９
２
億
円
）
を
約
20
兆
円
上
回
っ
た
。
金
額
を
明
示

し
な
い
「
事
項
要
求
」
も
多
い
の
で
規
模
は
さ
ら
に
膨
ら
む
。
厚
労
省
は
36
兆
５
８
０
３
億
円
で
前
年
度
と
比
べ

て
１
兆
５
３
７
０
億
円
の
増
を
要
望
、
こ
の
う
ち
医
政
局
分
は
６
０
１
7
億
円
を
要
望
し
た
。
厚
労
省
医
政
局
が

要
望
し
た
主
な
概
算
要
求
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

令和９度 厚生労働省予算概算要求の姿

一般会計 （単位：億円）

区 分
令和８年度

予算額(Ａ)

令和９年度

要求額(Ｂ)

増▲減額(Ｃ)

(Ｂ)－(Ａ)

一 般 会 計 ３５０,４３３ ３６５,８０３ １５,３７０

うち 年金・医療等に係る経費 (注 3) ３３３,４７５ ３３６,８７２ ３,３９７

うち 裁量的経費 ７,３００ １８,４２６ １１,１２５

うち「強く豊かな日本」投資枠 － １０,３３７ １０,３３７

うち 義務的経費 (注 4) ９,６５８ １０,５０６ ８４８

（注１）令和８年度予算額は、当初予算額である。

（注２）計数は、それぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と合致しないものがある。

（注３）年金・医療等については、前年度当初予算額にいわゆる自然増を加算した範囲内で要求し、予算編

成過程において、高齢化による増加分に相当する伸びに、経済・物価動向等を踏まえた対応に相当

する増加分を加算。

（注４）年金・医療等に係る経費を除く。

（注５）重要政策については、『「強く豊かな日本」投資枠』を活用するほか、必要に応じて、事項のみの要

求も含め、適切に要求・要望を行い、予算編成過程において検討。

（注６）消費税率引上げとあわせ行う社会保障の充実及び「新しい経済政策パッケージ」で示された介護人

材の確保については、消費税収、地方消費税収並びに重点化及び効率化の動向を踏まえ、予算編成

過程において検討。また、過去の年金国庫負担繰り延べの返済などについても予算編成過程におい

て検討。

１
．
戦
略
分
野
を
中
心
と
し

た
官
民
連
携
の
国
内
投
資

の
徹
底
（
抜
粋
）

【
創
薬
・
先
端
医
療
】

　
創
薬
・
先
端
医
療
へ
の
官

な
ど
、
足
元
、
諸
外
国
の
医

薬
品
を
め
ぐ
る
政
策
の
動
き

が
あ
る
中
で
も
必
要
な
医
薬

品
・
医
療
機
器
が
確
実
に
上

市
さ
れ
る
環
境
整
備
、
特
定

重
要
物
資
を
含
む
供
給
確
保

民
投
資
を
拡
大
し
、
健
康
医

療
安
全
保
障
を
実
現
す
る
。

革
新
的
な
医
薬
品
・
医
療
機

器
等
の
創
出
、
例
え
ば
、
米

国
の
医
薬
品
に
係
る
最
恵
国

待
遇
（
Ｍ
Ｆ
Ｎ
）
価
格
政
策

の
必
要
性
が
高
い
医
薬
品
等

の
国
産
化
、
国
内
生
産
体
制

の
維
持
・
構
築
、
増
産
及
び

備
蓄
等
に
よ
る
安
定
供
給
、

先
端
技
術
の
実
用
化
を
目
指

す
。

　
創
薬
・
先
端
医
療
を
成
長

経
済
の
牽
引
役
と
し
て
、
研

究
開
発
力
や
製
造
・
供
給
の

強
化
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支

援
、
人
材
育
成
、
先
進
医
療

の
対
象
拡
大
を
総
合
的
に
推

進
す
る
。
海
外
か
ら
の
投
資

を
促
進
す
る
た
め
、
国
内
医

療
系
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

と
海
外
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ

タ
ル
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
を
推
進
す
る
。

　
全
ゲ
ノ
ム
解
析
や
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
等
を
活
用
し
た
再
生
・

細
胞
医
療
・
遺
伝
子
治
療
、

免
疫
治
療
、
小
児
・
希
少
疾

病
用
医
薬
品
や
Ｒ
Ｉ
、
薬
剤

耐
性
菌
を
含
む
感
染
症
対
応

の
医
薬
品
等
の
研
究
開
発
・

生
産
等
と
と
も
に
、
創
薬
・

医
療
機
器
開
発
・
診
断
へ
の

Ａ
Ｉ
利
活
用
を
推
進
す
る
。

国
際
水
準
の
治
験
・
臨
床
試

験
体
制
を
整
備
し
、
国
際
共

同
治
験
の
倍
増
を
目
指
す
。

　
ま
た
、「
攻
め
の
予
防
医

療
」
を
推
進
し
、
健
康
寿
命

の
延
伸
に
つ
な
げ
る
た
め
の

生
涯
を
通
じ
た
歯
科
健
診

（
い
わ
ゆ
る
国
民
皆
歯
科
健

診
）
を
推
進
す
る
。

　
さ
ら
に
、
予
防
医
療
分
野

を
含
む
医
療
技
術
等
の
国
際

展
開
を
推
進
す
る
。

　
あ
わ
せ
て
、
創
薬
・
医
療

分
野
に
お
い
て
、
Ａ
Ｉ
、
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
及
び
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
研
究
開
発
・
社
会

実
装
を
加
速
し
、
我
が
国
の

創
薬
力
及
び
医
療
Ａ
Ｉ
開
発

力
の
強
化
を
図
る
。
こ
の
た

め
、
創
薬
・
医
療
Ａ
Ｉ
分
野

に
お
け
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

や
ア
カ
デ
ミ
ア
等
に
よ
る
研

究
開
発
を
支
援
し
、
自
律
型

Ａ
Ｉ
創
薬
の
実
証
、
臨
床
試

験
Ａ
Ⅹ
の
推
進
、
創
薬
Ａ
Ｉ

人
材
育
成
・
連
携
ハ
ブ
の
構

築
等
を
通
じ
て
、
革
新
的
な

医
薬
品
・
医
療
技
術
の
創
出

を
加
速
す
る
。
ま
た
、
医
用

画
像
等
の
Ａ
Ｉ
研
究
開
発
デ

ー
タ
基
盤
の
整
備
、
医
療
フ

ィ
ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ
の
実
用
化
研

究
、
医
療
Ａ
Ｉ
の
接
続
環
境

整
備
及
び
評
価
・
検
証
基
盤

の
構
築
を
進
め
る
と
と
も

に
、
創
薬
・
医
療
Ａ
Ｉ
の
研

究
開
発
基
盤
の
強
化
を
通
じ

て
、
信
頼
性
の
高
い
医
療
Ａ

Ｉ
の
開
発
・
実
装
を
推
進
す

る
。

（
１
）
創
薬
・
先
端
医
療

　
①
創
薬
シ
ー
ズ
実
用
化
推

進
事
業
＝
３
０
０
億
円

　
②
創
薬
力
向
上
の
た
め
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
等
支
援
事

業
＝
12
億
５
千
４
百
万
円

　
③
創
薬
人
材
活
用
推
進
事

業
＝
９
億
４
百
万
円

　
④
医
療
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
海

外
投
資
獲
得
促
進
事
業
＝
４

億
７
千
６
百
万
円

　
⑤
抗
菌
薬
原
薬
国
産
化
事

業
＝
１
４
０
０
億
円
＋
事
項

要
求

　
⑥
危
機
対
応
医
薬
品
原
薬

国
産
化
支
援
事
業
＝
事
項
要

求　
⑦
危
機
対
応
医
薬
品
国
内

製
造
体
制
支
援
事
業
＝
６
４

０
億
円

　
⑧
供
給
確
保
医
薬
品
等
に

係
る
供
給
網
強
靱
化
（
国
産

化
・
複
数
化
）
支
援
事
業
＝

４
８
２
億
５
千
万
円

　
⑨
抗
菌
薬
等
医
薬
品
備
蓄

体
制
整
備
事
業
＝
26
億
２
千

６
百
万
円 

　
⑩
が
ん
・
難
病
の
全
ゲ
ノ

ム
解
析
等
の
推
進
事
業
＝
70

億
４
千
９
百
万
円

　
⑪
新
規
モ
ダ
リ
テ
ィ
対
応

ヒ
ト
初
回
投
与
試
験
体
制
整

備
等
事
業
＝
12
億
円

　
⑫
国
際
共
同
治
験
ワ
ン
ス
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〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰

1
面
か
ら
つ
づ
く

ト
ッ
プ
相
談
窓
口
事
業
＝
２

億
８
千
７
百
万
円

　
⑬
医
療
技
術
実
用
化
総
合

促
進
事
業
＝
50
億
円

　
⑭
治
験
・
Ｄ
Ｃ
Ｔ
地
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
モ
デ
ル
事

業
＝
10
億
円

　
⑮
治
験
・
臨
床
試
験
に
お

け
る
Ｐ
Ｐ
Ｉ
体
制
整
備
事
業

＝
２
億
円

　
⑯
医
療
機
器
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ア
拠
点
強

化
事
業
＝
14
億
６
千
３
百
万

円　
⑰
医
療
機
器
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
支
援
拠
点
整
備
事
業
＝

４
億
５
千
５
百
万
円

　
⑱
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
及
び
透
析
の

用
に
供
す
る
医
療
機
器
に
係

る
国
内
生
産
体
制
・
備
蓄
支

援
事
業
＝
１
３
５
億
５
千
万

円　
⑲
安
定
供
給
確
保
医
療
機

器
の
備
蓄
体
制
整
備
事
業
＝

９
億
３
千
８
百
万
円

　
⑳A

I for H
ealth 

研

究
開
発
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

構
築
事
業
＝
１
５
３
億
３
千

４
百
万
円
＋
事
項
要
求

　
㉑
安
定
供
給
確
保
医
療
機

器
の
同
定
・
評
価
事
業
＝
３

億
９
百
万
円

　
㉒
生
涯
を
通
じ
た
歯
科
健

診
（
い
わ
ゆ
る
国
民
皆
歯
科

健
診
）
の
推
進
＝
79
億
４
千

１
百
万
円

　
㉓
予
防
医
療
分
野
を
含
む

医
療
技
術
等
の
国
際
展
開
の

推
進
＝
11
億
５
千
５
百
万
円

【
防
災
・
国
土
強
靭
化
な
ど
】

（
５
）
防
災
・
国
土
強
靱
化

な
ど

　
①
病
院
等
の
施
設
・
設
備

整
備
支
援
事
業
（
仮
称
）
＝

事
項
要
求

　
②
災
害
拠
点
精
神
科
病
院

　
①
独
立
行
政
法
人
国
立
病

院
機
構
が
提
供
す
る
医
療
体

制
基
盤
維
持
強
化
事
業
＝
１

５
０
億
９
千
４
百
万
円

（
２
）
人
材
育
成

　
①
医
療
従
事
者
の
安
定
的

な
養
成･

確
保
支
援
事
業
＝

29
億
３
千
８
百
万
円

　
②
医
療
従
事
者
の
資
質
向

上
と
定
着
・
復
職
等
推
進
調

査
等
事
業
＝
２
億
５
千
万
円

　
③
医
療
関
係
職
種
へ
の
キ

ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
推
進
モ
デ

ル
事
業
＝
１
億
２
千
２
百
万

円３
．
将
来
の
医
療
需
要
等
を

見
据
え
た
医
療
提
供
体
制

の
整
備
・
強
化

　
今
後
も
人
口
減
少
・
高
齢

化
が
続
く
中
、
各
地
域
に
お

い
て
、
将
来
の
医
療
需
要
を

見
据
え
つ
つ
、
新
た
な
感
染

症
等
や
、
地
震
災
害
・
風
水

害
等
の
自
然
災
害
な
ど
、
緊

急
事
態
が
発
生
し
た
際
に
も

機
動
的
・
弾
力
的
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
質
の
高
い
効
率

的
な
医
療
提
供
体
制
を
整
備

・
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
令
和
７
年
12
月
に
第
２
１

９
回
臨
時
国
会
で
成
立
し
た

改
正
医
療
法
を
踏
ま
え
、
２

０
４
０
年
に
向
け
た
地
域
医

療
構
想
に
つ
い
て
、
入
院
医

療
だ
け
で
な
く
、
外
来
・
在

宅
医
療
、
介
護
と
の
連
携
等

を
含
む
医
療
提
供
体
制
全
体

の
課
題
解
決
を
図
る
も
の
へ

位
置
付
け
を
見
直
す
こ
と

や
、
医
療
機
関
機
能
に
着
目

し
た
医
療
機
関
の
連
携
・
再

編
・
集
約
化
の
推
進
等
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
重
点
医

師
偏
在
対
策
支
援
区
域
に
お

け
る
診
療
所
の
承
継
・
開
業

支
援
等
の
実
施
に
よ
り
、

等
施
設
整
備
事
業
＝
８
億
４

千
９
百
万
円

　
③
医
療
施
設
浸
水
対
策
事

業
＝
２
億
６
千
２
百
万
円

　
④
歯
科
医
療
提
供
体
制
構

築
推
進
・
支
援
事
業
（
歯
科

医
師
偏
在
対
策
）
＝
１
億
５

千
万
円

　
⑤
医
療
施
設
ブ
ロ
ッ
ク
塀

改
修
等
施
設
整
備
事
業
＝
１

千
万
円

　
⑥
「
第
１
次
国
土
強
靭
化

実
施
中
期
計
画
」
に
基
づ
く

医
療
施
設
の
耐
震
化
等
事
業

＝
事
項
要
求

２
．
賃
上
げ
環
境
整
備
・
人

材
育
成
等
の
分
野
横
断
的

な
課
題
へ
対
応

【
賃
上
げ
環
境
整
備
】

　
経
済
・
物
価
動
向
等
も
踏

ま
え
つ
つ
、
来
年
度
以
降
も

医
療
・
介
護
・
保
育
・
福
祉

等
分
野
の
現
場
職
員
の
他
職

種
と
遜
色
の
な
い
処
遇
改
善

を
推
進
す
る
。
併
せ
て
、
必

要
な
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
確
保
を
含
め
た
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
の
全
国
的
維

持
を
図
る
。

【
人
材
育
成
】

　
地
域
産
業
を
支
え
る
人
材

育
成
に
強
み
を
有
す
る
教
育

機
関
で
あ
る
専
門
学
校
の
教

育
の
質
向
上
を
図
る
取
組
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
遠
隔

授
業
な
ど
を
柔
軟
に
行
う
た

め
の
制
度
改
正
に
取
り
組

む
。
ま
た
、
地
域
人
材
育
成

構
想
会
議
の
開
催
等
に
よ
る

教
育
機
関
と
産
業
界
等
の
連

携
事
例
の
創
出
や
、
地
域
の

医
療
、
産
業
、
イ
ン
フ
ラ
の

維
持
に
不
可
欠
な
質
の
高
い

人
材
の
安
定
的
な
養
成
体
制

等
の
確
保
に
取
り
組
む
。

（
１
）
賃
上
げ
環
境
整
備

「
医
師
偏
在
の
是
正
に
向
け

た
総
合
的
な
対
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
に
基
づ
く
取
組
を
進
め

る
。
ま
た
、「
地
域
医
療
構

想
」、「
医
療
計
画
」、「
医
師

の
働
き
方
改
革
」、「
医
師
偏

在
対
策
」、「
外
来
機
能
の
明

確
化
・
連
携
」、「
か
か
り
つ

け
医
機
能
の
確
保
」「
歯
科

口
腔
保
健
・
歯
科
医
療
提
供

体
制
構
築
」
な
ど
各
種
施
策

を
一
体
的
に
推
進
す
る
。

　
ま
た
、
在
宅
医
療
に
つ
い

て
は
、
効
率
的
で
持
続
可
能

な
在
宅
医
療
の
提
供
体
制
を

確
保
す
る
た
め
、
求
め
ら
れ

る
在
宅
医
療
の
機
能
（
①
退

院
支
援
②
日
常
の
療
養
支
援

③
急
変
時
の
対
応
④
看
取

り
）
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

等
を
活
用
し
た
業
務
効
率
化

や
在
宅
医
療
に
関
わ
る
多
職

種
の
効
率
的
な
連
携
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
モ
デ
ル
事
業

を
実
施
す
る
。

　
さ
ら
に
、
次
の
感
染
症
危

機
に
適
切
に
備
え
る
た
め
、

引
き
続
き
、
協
定
締
結
医
療

機
関
に
対
す
る
施
設
改
修
や

設
備
整
備
等
の
支
援
や
個
人

防
護
具
な
ど
感
染
症
対
策
物

資
の
備
蓄
体
制
等
の
強
化
を

図
る
。

（
１
）
地
域
医
療
構
想
の
実

現
に
向
け
た
取
組
の
推
進

　
①
地
域
医
療
介
護
総
合
確

保
基
金
＝
公
費
９
６
０
億
１

千
４
百
万
円

　
②
入
院
・
外
来
機
能
の
分

化
・
連
携
推
進
等
に
向
け
た

デ
ー
タ
収
集
・
分
析
事
業
＝

６
億
７
千
７
百
万
円

（
２
）
医
師
偏
在
是
正
に
向

け
た
対
策
の
推
進

　
①
重
点
医
師
偏
在
対
策
支

援
区
域
に
お
け
る
診
療
所
の

承
継
・
開
業
支
援
事
業
＝
20

億
円

め
の
適
切
な
遠
隔
医
療
モ
デ

ル
事
業
＝
２
億
円

（
３
）
医
師
・
医
療
従
事
者

の
働
き
方
改
革
等
の
推
進

　
①
勤
務
医
の
労
働
時
間
短

縮
及
び
医
療
分
野
に
お
け
る

業
務
効
率
化
・
勤
務
環
境
改

善
の
推
進
（
再
掲
）
＝
６
４

７
億
３
千
１
百
万
円
の
内
数

　
※
勤
務
医
の
働
き
方
改
革

を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
医

療
介
護
総
合
確
保
基
金
に
よ

り
、
医
師
の
労
働
時
間
短
縮

に
取
り
組
む
医
療
機
関
に
対

す
る
勤
務
環
境
改
善
等
の
た

め
の
支
援
を
行
う
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
の
導
入
に

よ
っ
て
業
務
効
率
化
・
勤
務

環
境
改
善
に
資
す
る
取
組
を

行
い
、
生
産
性
向
上
を
図
る

病
院
に
対
し
て
、
必
要
な
経

費
を
支
援
す
る
。

　
②
医
療
分
野
に
お
け
る
業

務
効
率
化
・
勤
務
環
境
改
善

に
向
け
た
調
査
・
支
援
事
業

＝
４
億
８
百
万
円

ａ
．
働
き
や
す
く
働
き
が
い

の
あ
る
職
場
づ
く
り
に
向

け
た
環
境
の
整
備

　
①
医
療
従
事
者
勤
務
環
境

改
善
推
進
事
業
＝
１
億
４
千

９
百
万
円

　
②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し

た
勤
務
環
境
改
善
の
推
進
に

向
け
た
調
査
分
析
事
業
＝
５

千
万
円

ｂ
．
医
師
の
健
康
確
保
措
置

の
仕
組
み
等
、
医
師
の
働

き
方
改
革
の
実
現

　
①
長
時
間
労
働
医
師
へ
の

面
接
指
導
の
実
施
に
係
る
研

修
事
業
＝
１
億
３
千
７
百
万

円　
②
医
療
機
関
勤
務
環
境
評

価
セ
ン
タ
ー
運
営
費
＝
１
億

３
千
３
百
万
円

　
③
集
中
的
技
能
向
上
水
準

の
適
用
に
向
け
た
対
応
事
業

　
②
重
点
医
師
偏
在
対
策
支

援
区
域
の
医
療
機
関
に
医
師

派
遣
す
る
派
遣
元
医
療
機
関

支
援
事
業
＝
４
億
５
千
６
百

万
円

　
③
重
点
医
師
偏
在
対
策
支

援
区
域
に
お
け
る
医
師
の
勤

務
・
生
活
環
境
改
善
の
た
め

の
代
替
医
師
確
保
支
援
事
業

＝
５
億
２
千
８
百
万
円

　
④
医
師
偏
在
是
正
に
向
け

た
広
域
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
＝

２
億
円

　
⑤
市
町
村
に
よ
る
医
師
確

保
対
策
支
援
モ
デ
ル
事
業
＝

１
億
７
百
万
円

　
⑥
重
点
医
師
偏
在
対
策
支

援
区
域
に
お
け
る
医
師
の
勤

務
・
生
活
環
境
改
善
の
た
め

の
施
設
整
備
事
業
＝
７
億
４

千
４
百
万
円

　
⑦
総
合
的
な
診
療
能
力
を

持
つ
医
師
養
成
の
推
進
事
業

＝
６
億
６
千
３
百
万
円

　
⑧
大
学
に
お
け
る
恒
久
定

員
内
地
域
枠
設
置
促
進
事
業

＝
２
億
１
千
万
円

　
⑨
専
門
医
認
定
支
援
事
業

＝
３
億
２
百
万
円

　
⑩
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
模
擬
患
者

・
評
価
者
養
成
及
び
評
価
の

在
り
方
に
係
る
調
査
・
実
証

事
業
＝
２
億
９
千
３
百
万
円

　
⑪
共
用
試
験
公
的
化
に
係

る
体
制
整
備
事
業
＝
５
千
万

円　
⑫
臨
床
研
修
費
等
補
助
金

＝
１
１
０
億
２
千
万
円

　
⑬
地
域
医
療
介
護
総
合
確

保
基
金
（
再
掲
）
＝
６
４
７

億
３
千
１
百
万
円
の
内
数

　
※
医
師
の
偏
在
対
策
を
推

進
す
る
た
め
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
取
組
に
対
し
、
地

域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金

を
活
用
し
た
支
援
を
実
施
す

る
。

　
⑭
診
療
科
偏
在
対
策
の
た

＝
５
千
６
百
万
円

　
④
医
師
の
働
き
方
改
革
に

対
応
し
た
高
度
技
能
研
修
等

支
援
事
業
＝
５
千
万
円

ｃ
．
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改

革
の
推
進
等

　
①
病
院
長
等
を
対
象
と
し

た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
事
業

＝
３
千
万
円

　
②
女
性
医
療
職
に
関
す
る

取
組
＝
２
億
１
千
３
百
万
円

　
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ

ー
事
業
＝
１
億
６
千
１
百
万

円　
・
子
育
て
世
代
の
医
療
職

支
援
事
業
＝
５
千
２
百
万
円

　
③
地
域
医
療
介
護
総
合
確

保
基
金
（
再
掲
）
＝
６
４
７

億
３
千
１
百
万
円
の
内
数

　
※
女
性
医
療
職
等
の
離
職

防
止
及
び
再
就
業
を
促
進
す

る
た
め
、
地
域
医
療
介
護
総

合
確
保
基
金
を
活
用
し
、
病

院
内
保
育
所
の
運
営
費
や
施

設
整
備
に
対
す
る
支
援
を
実

施
す
る
。

　
④
Ａ
Ｉ
技
術
を
踏
ま
え
た

医
行
為
の
在
り
方
に
関
す
る

調
査
研
究
事
業
＝
１
億
２
千

３
百
万
円

（
４
）
医
療
計
画
等
に
基
づ

く
医
療
体
制
の
推
進

　
①
か
か
り
つ
け
医
機
能
が

発
揮
さ
れ
る
制
度
整
備
の
推

進
＝
20
億
４
千
３
百
万
円

　
②
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
活
用
の

推
進
＝
１
３
５
億
３
百
万
円

　
③
救
急
医
療
体
制
の
推
進

＝
24
億
７
千
４
百
万
円

　
④
災
害
医
療
体
制
の
推
進

＝
25
億
３
千
万
円

　
⑤
へ
き
地
保
健
医
療
対
策

の
推
進
＝
28
億
７
千
８
百
万

円　
⑥
在
宅
医
療
の
推
進
＝
３

億
４
千
５
百
万
円

　
⑦
小
児
・
周
産
期
医
療
体

制
の
充
実
＝
75
億
６
千
万
円

　
⑧
医
療
安
全
の
推
進
＝
10

億
９
千
３
百
万
円

（
５
）
歯
科
口
腔
保
健
・
歯

科
医
療
提
供
体
制
構
築
の
推

進
（
略
）

（
６
）
看
護
職
員
の
確
保
及

び
質
の
向
上
の
推
進

　
①
潜
在
人
材
の
活
用
含
む

看
護
職
員
の
確
保
＝
33
億
７

的
取
組
及
び
感
染
症
対
策
の

体
制
強
化

　
ａ
．
医
療
の
国
際
展
開
の

推
進

　
①
外
国
人
患
者
の
受
入
環

境
の
整
備
＝
４
億
３
千
４
百

万
円

　
ｂ
．
次
な
る
感
染
症
危
機

に
備
え
た
体
制
強
化

千
６
百
万
円

　
②
特
定
行
為
に
係
る
看
護

師
の
研
修
修
了
者
加
速
的
養

成
事
業
＝
９
億
９
千
万
円

　
③
地
域
の
訪
問
看
護
現
場

に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
実
証

＝
１
億
５
千
９
百
万
円

（
７
）
国
際
保
健
へ
の
戦
略

　
①
新
興
感
染
症
対
応
力
強

化
事
業
＝
31
億
２
千
４
百
万

　
②
個
人
防
護
具
の
備
蓄
等

事
業
＝
95
億
円

４
．
創
薬
力
強
化
に
向
け
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

と
医
薬
品
等
の
安
定
供
給

確
保
（
略
）

医政局 令和９年度概算要求の概要

（注１）地域医療介護総合確保基金は消費税財源であるため概算要求の段階では事項要求とし前年同額を計上。
（注２）地域医療介護総合確保基金の内数。 （注３）東日本大震災復興特別会計に計上。

医療計画等に基づく医療体制の推進

国際保健への戦略的取組及び感染症対策の体制強化

３３．． 将将来来のの医医療療需需要要等等をを見見据据ええたた医医療療提提供供体体制制のの整整備備・・強強化化

５５８８００億億円円（（３３５５９９億億円円））

１１３３１１億億円円（（１１００００億億円円））

６６８８６６億億円円（（６６８８６６億億円円））

かかりつけ医機能が発揮される制度整備の推進、災害/救急/へき地医療体制、ドクターヘリ、在宅医療の推進、
小児・周産期医療体制の充実、医療安全の推進 等

外国人患者の受入環境の整備、新興感染症対応力強化事業、個人防護具の備蓄等事業 等

医師偏在是正に向けた対策の推進 医師・医療従事者の働き方改革等の推進

一一体体的的にに推推進進総総合合的的なな医医療療提提供供体体制制改改革革をを実実施施

地域医療構想の実現に向けた取組の推進

６６６６２２億億円円（（６６５５３３億億円円））８８２２２２億億円円（（８８００１１億億円円））

・地域医療介護総合確保基金を活用した勤務医の労
働時間短縮及び医療分野における業務効率化・勤務
環境改善の推進（注２） ６４７億円（６４７億円）

・医療分野における業務効率化・勤務環境改善支援事
業審査・調査事業 ４億円（ －億円）

・AI技術を踏まえた医行為の在り方に関する調査研究
事業 １億円（ －億円） 等

・重点医師偏在対策支援区域における経済的インセンティ
ブ ３０億円（３０億円）
・地域医療介護総合確保基金を活用した医師偏在対策の

推進（注２）
・総合的な診療能力を持つ医師養成の推進事業

７億円（５億円） 等

・地域医療介護総合確保基金（注１） ６４７億円（６４７億円）

・入院・外来機能の分化・連携推進等に向けたデータ収集・分析事業 ７億円（ ５億円） 等

概算要求額 ６，０１７億円
（１，８３７億円）

○今後も人口減少、高齢化が続く中、将来の医療需要を見据えつつ、医療分野の担い手を確保し、地域の実情に応じつつ、限られた人員・人材で質の高いサービスを提供し続けるため、各分野縦割りの量的な
「マンパワー」の確保・養成を脱し、デジタル・AI時代の変化に対応した人材の確保・養成を進めるとともに、施設の建替え・改修を含め地域に不可欠な施設・設備を計画的に整備する。

○新たな感染症等や自然災害など緊急事態が発生した際にも機動的・弾力的に対応できるような質の高い効率的な医療提供体制の整備・強化を行うとともに、医師偏在対策及び医師・医療従事者の働き方改革な
ど各種施策を一体的に推進する。

○ドラッグロス解消など患者アクセス改善と健康医療安全保障の実現の双方の観点から、我が国の創薬力の向上、革新的デバイスを活用した先端医療の推進が必要であり、スタートアップ・ベンチャー支援、人
材育成、治験倍増等に取り組むとともに、想定を超える感染症の流行や輸入途絶等に備え国内生産体制の整備等医薬品・医療機器の安定供給体制を確保し、また、流通体制の強靱化をはかる。

看護職員の確保及び質の向上の推進 ４４７７億億円円（（ １１００億億円円））

潜在人材の活用含む看護職員の確保、特定行為研修の推進、訪問看護の現場におけるICT活用の推進 等

上記の他、医療機関における物価高騰への支援及びその他重要政策については、予算編成過程で検討する。

４４．．創創薬薬力力強強化化にに向向けけたたイイノノベベーーシショョンンのの推推進進とと医医薬薬品品等等のの安安定定供供給給確確保保

有望なシーズの医薬品・医療機器等への実用化の促進 ９９８８億億円円（（ ５５２２億億円円））

５５．．各各種種施施策策
・死因究明等の推進 ３億円（ ３億円）
・国立ハンセン病療養所における良好な療養環境の整備 ３４７億円（３１０億円）
・・国立病院機構における医療政策等の実施 １４億円（ １２億円）
・東日本大震災からの第３期復興・創生期間における地域医療の再生支援（注３） ５２５億円（ ６１億円） 等

１１１１億億円円（（ ００．．４４億億円円））ドラッグラグ・ドラッグロスの解消

１１．． 戦戦略略分分野野をを中中心心ととししたた官官民民連連携携のの国国内内投投資資のの徹徹底底

＜創薬・先端医療＞ ３，４４８億円＋事項要求（５２億円）

＜合成生物学・バイオ＞ １６９億円（１億円）

＜デジタル・サイバーセキュリティ＞ ７８億円（－億円）

＜ＡＩ・半導体＞ ２８億円（－億円）

２２．．賃賃上上げげ環環境境整整備備・・人人材材育育成成等等のの分分野野横横断断的的なな課課題題へへのの対対応応

＜賃上げ環境整備＞ １５１億円（ －億円）
・国立病院機構が提供する医療体制基盤の維持・強化 １５１億円（ － 億円）

＜人材育成＞ ３３億円（ －億円）

＜防災・国土強靭化など＞ ６９億円＋事項要求（２４億円）

・創薬シーズ実用化推進事業 ３００億円（－億円）
・医療系ベンチャー海外投資獲得促進事業 ５億円（ －億円）
・医療技術実用化総合促進事業 ５０億円（ ２５億円）
・治験・DCT地域ネットワーク整備モデル事業 １０億円（－億円）
・がん・難病の全ゲノム解析等の推進事業 ７０億円（１３億円）
・供給確保医薬品等に係る供給網強靱化（国産化・複数化）支援事業 ４８３億円（－億円）
・ECMO及び透析の用に供する医療機器に係る国内生産体制・備蓄支援事業 １３６億円（ －億円）
・危機対応医薬品国内製造体制支援事業（治療薬等） ６４０億円（ －億円）
・医療機器オープンイノベーションコア拠点強化事業 １５億円（ －億円）
・医療技術・医療機器等国際展開戦略事業 １０億円（３億円） 等

上記の他、国家医薬品備蓄体制整備事業、抗菌薬原薬国産化事業の一部、危機対応医薬品原薬国産化支援事業、AI for Health研
究開発プラットフォーム構築事業の一部、病院等施設・設備支援事業及び「第１次国土強靱化実施中期計画」に基づく医療施設の耐
震化の一部は、予算編成過程で検討する。

・バイオ後続品の国内製造施設整備のための支援事業 １３９億円（ － 億円）
・再生・細胞医療・遺伝子治療実用化基盤整備促進事業 ２０億円（ －億円） 等

・医薬品安定供給に向けた流通機能高度化支援事業 ３１億円（ －億円）
・持続可能な流通モデル構築のための調査・実証事業 ８億円（ －億円） 等

・福祉医療機構における医療分野の経営支援機能の強化・充実 ３億円（－ 億円）
・医療分野におけるエージェント型ＡＩによる活用開発支援事業 ２５億円（ －億円）

・病院等の施設・設備整備支援事業（仮称） 事項要求（ － 億円）
・災害拠点精神科病院等施設整備事業 ８億円（ － 億円）
・医療施設浸水対策事業 ３億円（ － 億円） 等

・医療従事者の安定的な養成・確保支援 ２９億円（ － 億円）
・医療従事者の資質向上と定着・復帰等推進調査 ３億円（ － 億円）
・医療関係職種へのキャリアチェンジ推進モデル １億円（ － 億円） 等

歯科口腔保健・歯科医療提供体制構築の推進
生涯を通じた歯科健診（いわゆる国民皆歯科健診）・歯科口腔保健の推進、障害者等への歯科保健医療の充
実・歯科医師偏在対策等の歯科医療提供体制の構築 等

１１３３１１億億円円（（ ３３２２億億円円））

１１５５億億円円（（ ６６億億円円））医薬品等の安定供給の推進
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令
和
７
年
度
医
療
費
の
動
向

概
算
医
療
費
49
兆
２
千
億
円
に

　
厚
労
省
が
公
表
し
た
「
令
和
７
年
度
医
療
費
の
動
向
（
概
算
医
療
費
の
集
計
結

果
）」
に
よ
る
と
、
令
和
７
年
度
の
概
算
医
療
費
は
過
去
最
高
の
49
・
２
兆
円
（
対
前

年
同
期
比
で
＋
２
・
６
％
の
伸
び
）
と
な
っ
て
い
た
。
診
療
種
類
別
に
み
る
と
、
医

科
入
院
19
・
６
兆
円
（
＋
２
・
３
％
）、
医
科
入
院
外
16
・
５
兆
円
（
＋
１
・
６
％
）、

歯
科
３
・
５
兆
円
（
＋
３
・
５
％
）、
調
剤
８
・
８
兆
円
（
＋
３
・
９
％
）
と
な
っ
て

い
る
。
以
下
の
そ
の
概
要
を
掲
載
す
る
こ
と
と
す
る
。

１
．
概
　
観

　
①
令
和
７
年
度
の
概
算
医

療
費
は
49
・
２
兆
円
、
金
額

で
１
・
３
兆
円
、
伸
び
率
で

２
・
６
％
の
増
加
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
そ
の
内
訳
を

見
る
と
受
診
延
日
数
は
▲
０

・
７
％
の
減
少
、
１
日
当
た

り
医
療
費
は
３
・
３
％
の
増

加
と
な
っ
て
い
る
。

　
②
令
和
７
年
度
の
概
算
医

療
費
の
伸
び
２
・
６
％
の
う

ち
、
人
口
増
の
影
響
は
▲
０

・
５
％
、
高
齢
化
の
影
響
は

０
・
６
％
、
診
療
報
酬
改
定

等
の
影
響
は
▲
０
・
39
％
、

そ
れ
以
外
の
影
響
は
２
・
９

％
と
な
っ
て
い
る
。

２
．
診
療
種
類
別
・
年
齢
階

層
別

３
．
医
療
機
関
種
類
別
の
医

療
費

　
令
和
７
年
度
の
医
療
機
関

別
の
医
療
費
を
見
る
と
、
医

　
①
令
和
７
年
度
の
医
療
費

の
伸
び
（
対
前
年
同
期
比
。

以
下
同
じ
）
を
診
療
種
類
別

に
見
る
と
、
全
て
の
診
療
種

類
に
お
い
て
プ
ラ
ス
と
な
っ

て
い
る
。

　
受
診
延
日
数
は
、
歯
科
を

除
き
全
て
の
診
療
種
類
で
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
て
お
り
、
入

院
外
及
び
調
剤
は
他
の
診
療

種
類
に
比
べ
て
減
少
幅
が
大

き
い
。

　
一
方
で
１
日
当
た
り
医
療

費
は
、
全
て
の
診
療
種
類
で

プ
ラ
ス
と
な
っ
て
お
り
、
特

に
調
剤
は
５
・
０
％
の
増
加

と
な
っ
て
い
る
。

　
②
年
齢
階
層
別
に
１
人
当

た
り
医
療
費
の
状
況
を
見
る

と
、
未
就
学
者
で
は
▲
０
・

８
％
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て

い
る
。
内
訳
を
見
る
と
、
１

人
当
た
り
受
診
延
日
数
が
大

き
く
減
少
す
る
一
方
、
１
日

当
た
り
医
療
費
は
大
き
く
伸

び
て
い
る
。

　
一
方
で
未
就
学
児
を
除
く

75
歳
未
満
及
び
75
歳
以
上

は
、
１
日
当
た
り
医
療
費
の

増
加
が
１
人
当
た
り
受
診
延

日
数
の
減
少
を
上
回
り
、
１

人
当
た
り
医
療
費
が
増
加
と

な
っ
て
い
る
。

＊
概
算
医
療
費
と
は

　
医
療
費
の
動
向
を
迅
速
に

把
握
す
る
た
め
に
、
医
療
機

関
か
ら
提
出
さ
れ
た
診
療
報

酬
明
細
書
（
レ
セ
プ
ト
）
に

基
づ
い
て
、
医
療
保
険
・
公

費
負
担
医
療
分
の
医
療
費
を

集
計
し
た
も
の
。
労
災
・
全

額
自
費
等
の
費
用
を
含
ま

ず
、
国
民
医
療
費
の
約
98
％

に
相
当
す
る
。

科
病
院
の
入
院
外
、
医
科
診

療
所
及
び
保
険
薬
局
の
受
診

延
日
数
が
マ
イ
ナ
ス
の
伸
び

と
な
る
一
方
で
、
医
科
病
院

の
入
院
外
及
び
保
険
薬
局
の

１
日
当
た
り
医
療
費
の
伸
び

が
高
く
な
っ
て
い
る
。

４
．
医
科
病
院
の
種
類
別

　
病
院
の
種
類
別
に
医
療
費

の
伸
び
率
を
見
る
と
、入
院
・

入
院
外
と
も
に
、大
学
病
院
に

お
い
て
医
療
費
が
伸
び
て
お

り
、１
日
当
た
り
医
療
費
、受

診
日
数
と
も
に
伸
び
て
い
る
。

５
．
医
科
診
療
所
　
主
た
る

診
療
科
別

　
①
医
科
診
療
所
の
主
た
る

診
療
科
別
の
入
院
外
医
療
費

の
伸
び
率
を
見
る
と
、
小
児

科
、
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
の

受
診
延
日
数
が
大
き
く
減
少

し
て
い
る
。

　
②
施
設
数
の
減
少
が
大
き

い
外
科
を
は
じ
め
と
し
て
、

外
科
の
受
診
延
日
数
の
変
化

に
は
施
設
数
の
変
動
に
よ
る

影
響
が
出
て
い
る
。

６
．
診
療
所
入
院
外
医
療
費

主
た
る
診
療
科
別
の
年
次

推
移

　
①
小
児
科
や
耳
鼻
咽
喉
科

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
に
よ
る
影
響
を

特
に
大
き
く
受
け
て
お
り
、

伸
び
率
の
変
動
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
診
療

科
で
は
、
令
和
２
年
度
の
受

診
延
日
数
の
大
き
な
落
ち
込

み
と
、
令
和
４
年
度
の
１
日

当
た
り
医
療
費
の
大
き
な
伸

び
が
見
ら
れ
る
。

　
②
産
婦
人
科
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
か
ら
不
妊

治
療
が
保
険
適
用
に
な
っ
た

影
響
に
よ
り
、
１
日
当
た
り

医
療
費
の
伸
び
が
特
に
大
き

く
な
っ
て
い
る
。

７
．
都
道
府
県
別
の
動
向

　
①
医
療
費
の
伸
び
が
最
も

大
き
か
っ
た
の
は
東
京
都

で
、
入
院
・
入
院
外
医
療
費

い
ず
れ
も
最
大
の
伸
び
。
歯

科
で
は
鹿
児
島
県
の
伸
び
が

最
大
、
調
剤
で
は
福
井
県
の

伸
び
が
最
大
と
な
っ
て
い

る
。
全
体
的
に
、
関
東
圏
及

び
沖
縄
県
に
お
い
て
医
療
費

の
伸
び
が
大
き
く
な
っ
て
お

り
、
東
北
地
方
や
山
口
県
、

徳
島
県
に
お
い
て
伸
び
が
小

さ
く
な
っ
て
い
る
。

　
②
関
東
圏
に
お
い
て
は
、

１
日
当
た
り
医
療
費
の
伸
び

が
他
の
地
域
よ
り
も
大
き
い

上
、受
診
延
日
数
に
つ
い
て
も

他
の
地
域
が
前
年
度
比
で
減

少
す
る
中
で
概
ね
横
ば
い
程

度
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
医

療
費
が
増
加
。
福
井
県
に
お

い
て
は
、
大
規
模
な
病
院
の

院
外
処
方
が
進
ん
だ
影
響
に

よ
り
、調
剤
医
療
費
が
増
加
し

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

８
．
概
算
医
療
費
全
体
の
動

向
　
概
算
医
療
費
全
体
の
近
年

の
傾
向
を
み
る
と
、
受
診
延

日
数
は
令
和
２
年
度
に
大
き

く
減
少
し
た
後
、
令
和
３
年

度
以
降
増
加
し
て
い
た
が
、

令
和
７
年
度
は
減
少
に
転
じ

た
。
一
方
で
、
令
和
７
年
度

の
１
日
当
た
り
医
療
費
の
伸

び
は
令
和
３
～
６
年
度
と
比

べ
て
大
き
い
。

９
．
入
院
医
療
費
の
動
向

　
入
院
に
つ
い
て
は
、
受
診

延
日
数
は
令
和
５
年
度
及
び

令
和
６
年
度
は
増
加
し
て
い

た
が
令
和
７
年
度
は
減
少
し

て
い
る
。

10
．
入
院
医
療
費
の
要
素
分

解
　
推
計
新
規
入
院
件
数
は
、

コ
ロ
ナ
で
令
和
２
年
度
に
一

度
落
ち
込
ん
だ
が
、
そ
の
後

増
加
し
続
け
、
令
和
７
年
度

も
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
を
超
え

て
い
る
。
一
方
で
、
推
計
平

均
在
院
日
数
は
、
コ
ロ
ナ
以

前
か
ら
短
縮
傾
向
に
あ
る

が
、
コ
ロ
ナ
後
も
減
少
傾
向

が
続
い
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
令
和
7
年
度
の
受
診
延

日
数
は
、
令
和
元
年
度
よ
り

低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

11
．
入
院
外
医
療
費
の
動
向

　
入
院
外
に
つ
い
て
は
、
令

和
７
年
度
の
受
診
延
日
数
は

減
少
し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ

後
の
平
均
で
み
る
と
、
コ
ロ

ナ
前
よ
り
減
少
率
は
小
さ
い
。

12
．
歯
科
医
療
費
の
動
向

　
歯
科
に
つ
い
て
は
、
受
診

延
日
数
は
伸
び
て
い
な
い
一

方
、
１
日
当
た
り
医
療
費
の

伸
び
が
大
き
く
、
医
療
費
を

押
し
上
げ
て
い
る
。

13
．
調
剤
医
療
費
の
動
向

　
調
剤
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
後
以
降
初
め
て
処
方
箋
枚

数
が
減
少
し
た
。
令
和
７
年

度
に
お
い
て
は
処
方
箋
１
枚

当
た
り
医
療
費
の
伸
び
が
特

に
大
き
く
、
コ
ロ
ナ
前
と
比

べ
て
も
大
き
い
水
準
と
な
っ

て
い
る
。
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期
日
　
９
月
10
日（
木
）

　
会
場
　
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
盛
岡
「
ホ
ー
ル

東
」

　
※
９
月
10
日
の
「
理
事

会
」
は
、
会
場
を
岩
手
県

盛
岡
市
に
移
動
し
て
開
催

し
た
。

【
主
な
報
告
事
項
】

　
①
前
回
理
事
会
か
ら
本

日
ま
で
の
活
動
報
告

　
事
務
局
よ
り
報
告
が
あ

っ
た
。

　
②
日
病
協
「
代
表
者
会

議
」（
８
月
28
日
）

　
重
井
顧
問
よ
り
報
告
が

あ
っ
た
。

　
③
望
月
副
会
長
か
ら
の

報
告

　
社
会
保
障
審
議
会
「
医

療
部
会
」（
７
月
24
日
）
お

よ
び
「
医
療
部
会
」（
８
月

27
日
）
に
つ
い
て
、
望
月

副
会
長
と
野
村
常
務
理
事

よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

【
主
な
協
議
事
項
】

　
①
医
療
と
消
費
税
に
関

す
る
国
民
会
議
の
設
立
に

関
し
て

　
中
村
会
長
よ
り
資
料
の

説
明
が
あ
り
協
議
し
た
。

　
②
後
援
名
義
の
使
用
許

可
申
請
に
つ
い
て

　
事
務
局
よ
り
、
１
件
の

後
援
名
義
の
使
用
許
可
申

請
が
あ
っ
た
旨
の
説
明
が

あ
り
、
了
承
す
る
こ
と
と

し
た
。

【
主
な
事
務
連
絡
】

　
①
次
回
以
降
の
「
理
事

会
」
等
の
日
程

　
②
前
回
「
理
事
会
」（
８

月
20
日
）
議
事
録
案

　
③
第
36
回
「
国
民
の
健

康
会
議
」（
10
月
２
日
）
の

開
催
に
つ
い
て

　
④
第
37
回
「
看
護
管
理

セ
ミ
ナ
ー
」（
10
月
28
日
）

の
開
催
に
つ
い
て

　
⑤
第
34
回
「
医
療
事
故

防
止
セ
ミ
ナ
ー
」）（
11
月

６
日
）
の
開
催
に
つ
い
て

　
※
理
事
会
終
了
後
、同
会

場
に
お
い
て
、㈱
南
部
美
人

の
五
代
目
蔵
元
、代
表
取
締

役
社
長
の
久
慈
浩
介
氏
に

よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
※
「
講
演
」
終
了
後
、

会
場
を
「
ホ
ー
ル
南
」
に

移
し
て
「
懇
親
会
」
が
開

か
れ
た
。
岩
手
県
立
中
央

病
院
の
職
員
の
方
々
に

『
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
』
を

披
露
し
て
い
だ
き
、
盛
会

裏
に
終
了
し
た
。

全
国
公
私
病
院
連
盟

　
　
　
役
員
会
だ
よ
り

全国公私病院連盟の会員病院向け保険制度のご案内

「ハラスメント」 「雇用問題」に対する備えは万全ですか？

雇用上の差別・各種ハラスメント・不当解雇等、雇用慣行に関連

する賠償請求のケースは多岐に渡ります。

また、雇用慣行賠償リスクはマネジメントレベルの管理では防ぎき

れない性質が強く、有事の際の費用や、対応体制の構築も同時

にご検討されることをおすすめします。

労働災害補償制度とは別に、民法上の責任が発生した

場合の高額補償に備えませんか？

労働災害に認定された場合であって、その災害について事業主

の過失をめぐって争われるような場合は、民法上の損害賠償責

任が問題となるケースが増えています。

保険期間：2026 年 11 月 1 日～2027 年 11 月 1 日

※いつからでも中途加入が可能です。

★ 保険の詳しい内容は、パンフレットを「全国公私病院連盟
ホームページ（https://www.byo-ren.com）」の
「保険のご案内」に掲載しておりますのでご欄ください。
右記のＱＲコードからのアクセスも可能です。

承認番号:SJI26-12244 承認日:2026 年 8 月 19 日

損害保険ジャパン 株式会社

〒160-8338 東京都新宿区西新宿 1-26-1

TEL 050-3808-0421 (自動音声が流れます。)

受付時間：平日の午前 9時から午後 5時まで

< お 問 合 せ 先 >

取扱代理店 引受保険会社

株式会社 公私病連共済会

〒111-0042 東京都台東区寿 4-15-7

食品衛生センター7階

TEL 03-5830-6193 E-MAIL info@koushi-k.jp

受付時間：平日の午前 9時から午後 5時まで

第 34 回「医療事故防止セミナー」のお知らせ

全国公私病院連盟は「第34回 医療事故防止セミナー」を開催します。

どうぞご参加ください。

１．期 日 ： 令和８年１１月６日（金）

２．会 場 ： 食品衛生センター6 階「講堂」（東京都台東区寿 4 丁目）

３．参加費 ： 会員病院（１名につき） 13,200 円（税込）

： 会 員 外（１名につき） 15,400 円（税込）

４．定 員 ： ６０名（先着順）

５．講演テーマと講師 ：

10:10～

11:30

（80 分）

医療安全のグローバル・スタンダードと

講師 小松康宏 先生
東京女子医科大学

医療安全学講座 主任教授

昼食休憩（11:30～12:30）

12:30～

14:30

（120 分）

チーム医療とは何ですか？ 何ができると良いですか？

講師 種田憲一郎 先生
国立保健医療科学院

医療・福祉サービス研究部 上席主任研究官

14:45～

16:05

（80 分）

医療現場の暴言・暴力・迷惑行為への組織的対応

講師 桑原博道 先生 仁邦法律事務所 弁護士

◆ 参加の申込方法や注意事項などは、全国公私病院連盟のホームペ

ージ https://www.byo-ren.com/ をご覧ください。

----------------------------------------------------------

お問合先 一般社団法人 全国公私病院連盟

TEL：03-6284-7180  Mali : seminar@byo-ren.com

病院パフォーマンスの向上

～患者安全を高める TeamSTEPPS®の戦略的実践～

「懇親会」のもよう 「理事会」のもよう

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
一
部
保
険

外
療
養
制
度
に
係
る
法
令
上

の
措
置
に
つ
い
て

　
令
和
９
年
３
月
１
日
（
予

定
）
に
、
健
康
保
険
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
う

ち
一
部
保
険
外
療
養
に
係
る

規
定
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
必
要
な
改
正
を
行
う
こ

と
が
決
ま
っ
た
。
具
体
的
な

内
容
は
以
下
の
通
り
。

　
１
．
処
方
箋
様
式
に
つ
い

て
【
省
令
改
正
】

　
処
方
箋
様
式
に
つ
い
て
は
、

保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
医

療
養
担
当
規
則
で
定
め
て
い

る
と
こ
ろ
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

の
一
部
保
険
外
療
養
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
対
象
の
Ｏ

外
併
用
療
養
費
の
給
付
対
象

で
あ
る
評
価
療
養
、
患
者
申

出
療
養
及
び
選
定
療
養
を
実

施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ

の
内
容
及
び
費
用
に
つ
い
て

院
内
掲
示
及
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
示
す
る
義
務
が
課
せ

ら
れ
て
い
る
。

　
一
部
保
険
外
療
養
に
つ
い

て
は
、
各
医
療
機
関
が
そ
の

内
容
及
び
費
用
を
決
定
す
る

こ
と
が
原
則
な
選
定
療
養
等

と
異
な
り
、
全
て
の
保
険
医

療
機
関
・
保
険
薬
局
に
お
い

て
一
律
の
内
容
及
び
費
用
と

し
て
行
わ
れ
る
取
組
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
院
内
掲
示
・
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
示
義
務

は
課
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。

　
そ
の
他
、
一
部
保
険
外
療

養
の
別
途
の
負
担
の
支
払
を

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
に
つ
い
て
別
途

の
負
担
の
対
象
か
対
象
外
か

が
処
方
箋
上
明
確
に
な
る
よ

う
、
処
方
箋
上
に
「
一
部
保

険
外
療
養
」
欄
を
追
加
し
、

対
象
医
薬
品
を
処
方
す
る
場

合
は
、
別
途
の
負
担
の
対
象

で
あ
る
場
合
は
『
○
』
を
、

別
途
の
負
担
の
対
象
外
で
あ

る
場
合
は
『
－
』
を
処
方
箋

に
記
載
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
２
．
院
内
掲
示
義
務
等
に

つ
い
て
【
省
令
・
告
示
改
正
】

　
療
担
規
則
、
保
険
薬
局
及

び
保
険
薬
剤
師
療
養
担
当
規

則
及
び
高
齢
者
の
医
療
の
確

保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

よ
る
療
養
の
給
付
等
の
取
扱

い
及
び
担
当
に
関
す
る
基
準

に
お
い
て
は
、
保
険
医
療
機

関
及
び
保
険
薬
局
は
、
保
険

受
け
る
場
合
は
、
厚
生
労
働

大
臣
の
定
め
る
基
準
に
従
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
規
定

す
る
。

　
３
．
一
部
保
険
外
療
養
の

内
容
に
つ
い
て【
告
示
改
正
】

　
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
に
よ
る
改
正

後
の
健
康
保
険
法
第
63
条
第

２
項
第
６
号
に
お
い
て
、
一

部
保
険
外
療
養
と
す
る
具
体

的
な
内
容
は
、
厚
生
労
働
大

臣
の
定
め
る
評
価
療
養
、
患

者
申
出
療
養
及
び
選
定
療
養

で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。

　
今
般
、
一
部
保
険
外
療
養

の
具
体
的
な
内
容
と
し
て

「
要
指
導
医
薬
品
又
は
一
般

用
医
薬
品
と
の
代
替
性
が
特

に
高
い
医
療
用
医
薬
品
の
処

方
又
は
調
剤
」
を
位
置
付
け

る
こ
と
と
す
る
。

　
４
．
一
部
保
険
外
療
養
に

係
る
保
険
外
併
用
療
養
費
の

支
給
額
に
つ
い
て
【
告
示
改

正
】

　
改
正
健
保
法
第
86
条
第
３

項
に
お
い
て
、
一
部
保
険
外

療
養
に
係
る
保
険
外
併
用
療

養
費
の
支
給
額
は
、
保
険
外

併
用
療
養
費
に
係
る
療
養
に

つ
い
て
の
費
用
の
額
の
算
定

方
法
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
今
般
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
薬
の
一
部
保
険
外
療
養
に

つ
い
て
は
、
当
該
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
薬
の
薬
剤
費
の
４
分
の
１

（
別
途
の
負
担
）
を
除
い
た

額
を
保
険
外
併
用
療
養
費
の

支
給
対
象
と
し
て
定
め
る
こ

と
と
す
る
。


